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目 的　 近 年 、 成 人 病 の 予 防 の た め 菜 食 主 義 か 静 か な ブ ー ム と な っ て い る 。 し か し 成 長 期

に は 動 物 性 タ ン パ ク 質 お よ び カ ル シ ウ ム(   C   a）め 必 要 量 は 成 人 よ り 多 い 。 そ こ で 前 回 、 菜

食 モ デ ル と し て 玄 米･き な 粉 食 を 発 育 期 ラ ッ ト に 与 え 成 長 と 骨 に お よ ぽ す 彫 響 を 動 物 性 タ ン

パ ク 質 食 群 と 比 較 し た か 、 群 間 の エ ネ ル ギ ー 、 タ ン パ ク 質 、C    a   摂 取 量 に 差 が 生 じ た た め 、

今 回 は そ れ ら の 摂 取 量 か 同 量 に な る よ う に 修 正 し て 実 験 し た 。

方 法　 ４ 週 齢W  i s tar　系 の 雄 ラ ■:,ト3    0 匹 を 菜 食 モ デ ル の 玄 米･き な 粉 群(  B    K  ） 、 動 物

性 タ ン パ ク 質 食 群 の 玄 米･乳 群(   B   M ) 玄 米･卵 群 （BE) の ３ 群 に わ け 、 さ ら に 各 群 を 非 運

動 区 （N    E  ) と 運 動 区(   E  ) (毎 日30 分 間 遊 泳 運 動）に わ け16 週 齢 ま で 飼 育 し た 。 飼 料 の エ ネ

ル ギ ー 、 タ ン パ ク 質 、Ca レ ベ ル を 卵 白 ア ル ブ ミ ン 、 カ ゼ イ ン 、CaCOa で 調 整 し 、pair　feed-

i n g　し た 。 解 剖 前 に 代 謝 ゲ ー ジ へ 入 れ て 尿 と 糞 を 採 取 し 、 尿 中 総 Ｎ 、 ク レ ア チ ニ ン 、Ca 、

糞 中Ca を 測 定 し 、 解 剖 後 血 清Ca 、 大腿 骨Ca  ヽ 体 脂 肪 （ 腹 腔 、 腎 臓 、 畢 丸 周 囲 の 脂 肪）を 測 定 。

結 果　 体 重 増 加 量 、 飼 料 効 率 はB    K 群 が 他 の ２ 群 よ り 有 意 に 低 く 、 ３ 群 と も 運 動 負 荷 で

低 下 し た 。(  N  摂 取 量 一 尿 中 Ｎ 排 泄 量 ） はNE 群 でBE>BK>BM の 順 に 多 く 、 尿 中 Ｎ 排 泄 量 ／ Ｎ

摂 取 量 はBM り

け のCa 吸 収 率li  NE 群 でB ≪>BE>BK と な り 、 尿 中Ca 排 泄 量 ／Ca  摂 取 量 はBE-NE　 が 有 意 に 低 く 、

こ れ と 逆 相 関 し て 血 清Ca はB E －N E　が 有 意 に 價 値 を 示 し た 。 大 血!骨 のca ／ 乾 燥 重 量 は ３ 群 間

に 有 意 差 は な く 、BK 群 が 運 動 負 荷 で 上 昇 し た か 、 乾 燥 重 量 ／ 新 鮮 重 量 お よ び 灰 分 ／ 乾 燥 重

量 はBK-NE　 か 有 意 に 低 く 、 菜 食 モ デ ル 区 に 骨 量 の 減 少 を 認 め た 。
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